
【名古屋】オフィス賃貸市場の概要（2021年8月調査）

Ｓ・Ａクラス マーケット（賃料）の底打ち時期予想

【Ｓ・Ａクラス】

原則として以下の条件を
満たすもの

① 2000年以降の竣工

② 駅から5分以内

③ 基準階面積200坪以上

④ 延床面積3,000坪以上

凡例

（賃料レンジの平均値により区分）

2.0万円以上/月・坪

2.0万円未満/月・坪

名駅
2.2～3.4

栄
久屋大通
1.6～2.2

2021年10月
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社
不動産コンサルティング部

成約賃料レンジの時系列比較

• 本資料は賃貸オフィス仲介会社・ビル管理会社等の営業担当者へのヒアリング内容をまとめたものであり、個別物件の賃料水準等を保証するものではありません。また個別物件の勧誘を目的とするものではございません。

• 本資料に関連して生じた一切の損害については、当社は責任を負いません。

• 本資料の著作権は三菱ＵＦＪ信託銀行に属します。従いまして、本資料の取り扱いは貴社限りにてお願い申し上げます。

エリア別Ｓ・Ａクラス成約賃料レンジ （共益費込）

S・Aクラス B・Cクラス

単位：万円/坪 単位：万円/坪

単位：％

時事テーマ

伏見
丸の内
1.7～2.3

マーケット総括

• 名駅周辺のS・Aクラスビルを中心に、コス
ト削減を目的とした一部解約、縮小移転
の動きが一部で見られるが、空室の増加
や賃料の下落は、東京と比較し緩やか。

• B・Cクラスビルは、業績好調な一部の中
堅企業等による20～50坪規模の需要が
継続しており、Web会議用の個室ブース
設置のための館内増床等が見られる。

コロナ禍でのオフィスを巡る特徴的な動き

カーボンニュートラルに関する取組

アフターコロナのオフィスで重視される点

0 5 10 15

オフィス廃止（フルリモート）

コラボレーションスペース設置

特に変化はない

拡張移転

館内増床

フリーアドレス導入

拠点閉鎖

分室設置

拠点集約

個別ブース設置

館内減床

シェアオフィス活用

レイアウト変更

縮小移転

0 5 10 15

耐震性

専有部の形状

通信環境

サステナビリティ

ビルグレード

貸会議室の有無

セキュリティ

環境への配慮

BCP

立地

管理体制（清掃、感染対策等）

健康への配慮

交通利便性

コスト

出所：すべて三菱ＵＦＪ信託銀行 注： 時事テーマについては、東京・大阪・名古屋計24社の回答を集約。

省エネルギー設計

建物の長寿命化

再生可能エネルギーの利用

屋上緑化、壁面緑化

建設資材の脱炭素化

地域内でのエネルギー融通設備導入

街の利用者の排出削減に資する設計

積極的な国産木材の利用

エネルギーの地産地消
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ビルオーナー（特に注力して取り組んでいるもの） テナント（特に重視されている・要望が多いもの）


